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下着姿だってダンディー

白洲次郎＠山形蔵王

－肩の力抜けた姿も格好いい－

「白洲次郎　占領を背　で見たことがない。白洲
負った男」の窄杏がある　がゴルフと同じくらい莞
作家北康利氏の語　面E王　していたのがスキーだっ
温泉の山荘で白洲次郎が　た。肩の力が抜けた彼の
写っている写真はこれま　姿も、なかなか格好いい。
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